
奨学財団インフォメーションは、年次報告を含む年4回(3月、6月、9月、11月)の発行予定です

ありがとう
ございます!
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たすけあい奨学制度推進委員会の中では、毎回受給者・寄付者からのたすけあいメッセージを

読むことを大切にしています。委員会で読むたびに声は心に残るものが多くあります。メッ

セージからはお金がもらえるという制度面だけでなく、たすけあいの気持ちを見ることができ

ます。ここでは、4月に受給された方、募金に協力してくださった方からのメッセージで特に

心に残ったものを抜粋します。

「ぜひ自分の「学びたい」という気持ちを諦めないで欲しいです。きっと私と同じように、も

しくは私以上に精神的にも金銭的にも辛い思いをしている学生も多いのだと思います。中には

進学を諦めた方も少なくはないのでしょうが、「学ぶ」というのはすべての人がもつ権利です。

ありがたいことに給付の奨学金制度もさまざまなものが存在していますので、より多くの人が

無事に夢を叶えられることを願っています。（日本女子大学 3年の受給者の方より）」

「少額ですが、お役に立てればと思います。奨学金を受給される方々は、金銭的にも精神的に

も苦しいかと思いますが、せっかく入学した大学をあきらめることなく、夢を叶えるためにも、

勉強に励んでほしいと思います。心から応援しています。（日本獣医生命科学大学の寄付者の

方より）」

共通する点として学びを諦めないというところがあげられます。

たすけあいの気持ちだけで学業継続を続けてもらうことはできません。

制度と気持ちが合わさって初めて、本当の意味での

「たすけあいのこころ」になるのではないでしょうか。

この制度を知らない人を減らし、賛同いただける人を

増やしていくためにより一層、この制度とメッセージを

広げていきたいと思っています。

みなさまの周りの人たちから拡げてみませんか？

山形大学理学部卒
全国大学生協連学生委員会

鳥井和真
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https://www.univcoop.jp/keio/news_4/new
s_detail_219732.html
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奨学財団理事会ご報告
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大学生協連奨学制度推進委員会ご報告
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来てね!!

～大学生協たすけあい奨学制度ご担当の皆様へ～
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